




































han,-rim 翰林 ハ化リム maa-ri 萬里 マルリ など
②音節末子音 [l]の脱落
mは—syo 馬牛 モショ hoal-sal 弓箭 ハヽサル など
③ [h]の脱落に伴うリエゾン
sim虹 甚 ン‘ ミヽ‘̀ c̀in-比 親 チニヽ など
④リエゾン
















無気 語 頭 語 中 有気 語 頭 語 中
ハ＊行 71/77 バ行 16/30 ハ＊行 14/14 ハ＊行 12/14
p バ行 6 ハ＊行 13 p̀ ノ‘ 1 
Jヽ 1 ビ 1 
t 
タ行 77/79 タ行 64/78 タ行 12/13 タ行 13/16 
ダ行 ダ行
t̀ 
2 14 プ-* 1 プ-* 3 
k 
カ行 121/12 カ行 86/100 
k̀ 
カ行 6/6 カ行 3/4 

























語 頭 語 中 語 頭 語 中
C '＇: C `  ' ＇ : t̀ C'9 , 9'C`  ' 9 ,t `  P '＇! p `  ' :＇ sp P '＇: P `  ' !， sp 
サ＊ 7 ': ＇ 113  ' I＇  6 ': ＇ 7   ' :＇  ' 『， 
＇ ＇ ＇ 
ソ＊ 24 i ' 8  ， i ' 8 'i 9 ' i ， ＇ ， ＇ ＇ ， 
＇ 
プ~* 19 ': 13 : ' 1 11 i 8 i 3 ＇ 
， 1 





23 ': 4  : ' 1 5 i 3 : 










＇ ， 35 i 1 : ＇ 3 ': ， ,~8 ' :， ＇ 1 ： ， 








































































全一道人 物 名17) 陰徳記 和漢三才 朝鮮物語 倭語類解
風 ハ＊ラミ ハ＊ア。ラム。 ぱらん ばらみ p-rAm 
雨 ヒ＊ ヒ＊゜ ぴ び pi 
海 ハ＊タ ハ＊ア。タア。 はた＜ はた＜ pa-ta 
火 フ＊ル フリ ぷる ぷる
飯 ハ＊ブ ぱび はび
船 ハ＊イ ハ＊イ。 バイ ぱい ぱい 面















C （語頭） c （語中） c̀ （語頭） c̀ （語中）
-a サ＊5/5 ザ8/12サ＊4 サ＊3/3 サ＊2/4ザ1ソ＊1
-3 ソ＊6/7、サ＊1 ソ＊3/3 ザ1/2ソ＊1
-o ソ＊5/5 ゾ1/1 ソ＊1/1 ソ＊2/5ゾ・ツ・ヅ1
-u ツ20/20 ヅ1/2ツ1
-w ツ5/6ヅ1 ツ2/2
-i チ11/11 チ35/42ヂ7 チ7/7 チ4/4
-;) i ソ＊イ 2/2 ゾイ 1/2サ＊イ 1
-ya チヤ2/2
-y3 テ＊17/18デ1 テ＊7/15チョ4デ・ヂヨ・チャ・ゼ1 テ＊8/8 テ＊6/9チョ3
-yo チヨ1/1 ヂヨ1/1
-yu チユ4/4 チユ2/3 ヂユ1 チユ2/2
-ya i テ＊1/3テ＊イ 1チヨl テ＊イ 1/2ゼイ 1 テ＊3/3 テ＊1/1
-oa サ＊2/2
-oi ソ＊イ 3/3 ソ＊イ 1/1
-A ソ＊9/9 ソ＊2/6ザ・ゾ・ツ・ヅ1 サ＊6/11ソ＊5 ソ＊4/6ツ2































破裂音 夕 テ 卜















































































4)神田喜一郎 (1949) 「朝鮮と雨森芳洲」（「世界人』第 7号）及び、安田（注 1文献）
5)ハングルのローマ字表記は、河野六郎 (1955) 「朝鮮語」（『世界言語概説下』）に準ずる。








・ホンザ ひとり hon-~a 獨 (p33)
・ハン之リ 一月 J,A 1-'i 月 (p56) 
・トウソイ岱ン 再三 tu-sdi一旦an 再三 (p26) 
・アビ 父 a-J!.i 父 (pl8)
8)以下、韓語の ts音及びp音という時には、有気・無気の区別は問わず、それぞれ歯茎破擦音と両唇破
裂音とを指すものとする。





11) たとえば、中村幸彦 (1982) 「雨森芳洲とその交友」（『中村幸彦著述集」第11巻）







15)坂梨隆三 (1987) 『江戸時代の国語 上方語』「文字・表記」及び、沼本（注12論文）などによると、
17・18世紀頃 p音の表記は一定しておらず、たとえば天理図書館本狂言六義 (1624-1643写）などでは
「、」、キリシタン刊行の『落葉集』 (1598) 『片言』 (1650刊）などでは「゜」、『仮名鑑』 (1626写）で
は「ヽ」、そして『音曲玉涸集』 (1727刊）ではまたそれ独自の符号をもって P音を表している。
16) 『通文館志』巻七人物條の、『倭語類解』の著者洪舜明についての記事の中に雨森芳洲の名が見える。
幾雙嬰、字水鏡、喜男之會孫也、旧例対馬島酋家臣、有書契而自称宰臣、辞甚傲慢、康熙辛巳公承朝
命責論俯革其家臣書契、草梁民居数百、輿倭館相接、奸弊日滋、己丑公力陣干廟堂、撤民舎、築城以
界之、邊禁始粛、倭語比諸方最難暁、公質子日本人雨森東、作長語及類解等書、用於課試、（後略）
17) 『物名』に見られる「。」は韓語を一音節毎に分けて表記した結果であり、句点の位置に施されている。
18)福 島 注14論文
19)馬淵和夫 (1971) 『国語音韻論』笠間書院など
20)馬淵注19書など
21)奥村三雄 (1982) 「サ行の発音はどのように推移したか」（『国文学』学燈社27-16)
22) なお、『捷解新語』『倭語類解』などの朝鮮側の日本語学習書でも、仮名「セ」をハングル「Sy;:}i」で
表記している。
23)遠藤邦基 (1978) 「中世末期のパ行音」（『論集3中世』）
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付記
本稿は1995年度に開催された筑波大学国語国文学会での研究発表を修正・補筆したものである。本稿を
まとめるにあたり、終始きめ細かくご指導くださった湯沢質幸先生に、記して深謝申し上げる。
（ミン ビョンチャン 筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科応用言語学）
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